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まえがき

本書は、筆者が海外駐在員時代の 40 歳代の 10 年間に実践した英
語学習のルーティーンを皆さんの英語習得を効率的に進めていく為
の指針となるようまとめたものです。海外駐在員や国内で英語を使
って仕事をするビジネスパーソンを対象としていますが、これから
は国内でビジネスをする上でも英語を避けて通れないことは周知の
とおりですので国内外で仕事をされているすべての方が対象になる
でしょう。ではどのようにして実際のビジネスや日常生活で使える
英語を効率的にしかも比較的短期間で習得し、高いレベルを持続し
ていけるのでしょうか。

筆者は銀行員の海外駐在員として多忙な日々のスケジュールに英
語学習をルーティーンとして組込み、無理なく 10 年以上継続してき
ました。その間、英語で普通にビジネスをこなし、同僚や友人たち
とスポーツや政治、経済、文化の話題にも全く気後れすることなく
会話をしてきました。客観的な英語能力の目安として受けたTOEIC
ではこの勉強法を始めて１年程度で 980 点を取得し、その後も特別
に対策をしなくても 960 点以上の高得点を維持していますので十分
な効果があったと言えるでしょう。本書にはその学習内容を網羅し
ていますので是非ご参考にしてください。筆者は 40 歳からこの勉強
法を始め 50 歳を超えた現在でも一部ルーティーンを変更しながら
継続していますが、20 代、30 代で始めればより短期間でハイレベ
ルに到達できるでしょうし、50 代や 60 代の方も日々実践すること
により着実に上達しますので今日から始めてみてはいかがでしょう
か。

本書を執筆しようと思った理由の一つは、日本人の海外駐在員の



4 まえがき

多くが非常に優秀であるにもかかわらず英語ができないためにつら
い思いをし、日本でされていたような活躍ができない姿を数多く見
てきたことです。英語能力が不十分でも海外支店や子会社の重要な
ポストに就かされ日々様々な決断を迫られます。優秀なローカル社
員に言われるがままに英語で書かれた契約書や決裁書にサインをし
ていきます。その結果、後々になって著しく不利な条件の契約だっ
たことが判明したり、社内の経理不正が発覚し、会社に多額の損害
をもたらす結果につながってしまいます。このような事例を数多く
見てきた経験から、海外勤務をされる方や国内で英語に携わる方々
には何としてもビジネスをするに耐えうる英語能力をしっかりと身
につけた上で十分能力を発揮して欲しいと願うに至ったからです。

ビジネス人生の中でも多忙な時期に 1 日 3 時間を確保し英語に触
れ、日々上達を実感しながら英語でビジネスをして組織をリードし
ていく。そして世界で今起きていることを日本語の通訳や翻訳を介
さずに直接理解することにより世界情勢をより正確に把握し、経営
上の重要な判断材料を的確にリアルタイムで増やしていく。そのた
めには明確な目標と強い意志、そして効率的な学習法が必要です。
効率的な学習法とは、文法を含めた英語運用上の基本的なルールを
土台として、リスニング、リーディング、スピーキング、ライティ
ングの 4 技能を意識的に各々関連付けて同時に習得する方法です。
例えば、リスニングの教材を聴くのであれば、話し手の音声に合わ
せてほぼ同時に声に出してついていくシャドーイングという方法を
することによりそのスピード、抑揚、イントネーション、間の取り
方などがそのままスピーキングに役立ちます。自分のプレゼンやス
ピーチ、社内のミーティングにそのまま生かせるし、CNN や BBC
のニュースを聴けば顔の表情やジェスチャーが大いに参考になりま
す。インタビュー番組であれば、気の利いた質問の仕方やあいづち
のタイミングなど、宝の山と言っていいでしょう。また、リーディ
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ング力向上を目的に新聞やビジネス書、TIME などの雑誌を読む際
には自分が必要とするライティング、例えば社内メールやセミナー
の原稿、調査レポート、などを常に想定して読み、応用できそうな
表現を活かすこともできます。耳からのインプットであるリスニン
グを口からのアウトプットであるスピーキングに繋げ、目からのイ
ンプットであるリーディングをライティングやスピーキングに関連
付けます。ここで大切なことは、そういった表現や注意点などを記
録しておいてすぐに取り出せる工夫をすることです。私が実践した
ことは月刊誌の英語教材や新聞には赤青色鉛筆で下線を引きポケッ
トサイズの単語帳に転記し、また使えそうな単語や表現を Excel に
保存しすぐに取り出せるようにして仕事にも使えるように工夫しま
した。こうしてシナジーを効かせながら毎日のルーティーンを、1
日、10 日、1 年、と頑固なまでに着実にこなしていけば効率的に学
習でき十分な英語コミュニケーション能力が身に付きます。筆者が
実践した後述するルーティーンでは 1 日 3 時間、1 年間で 1,000 時間
を英語の時間に充てています。高い目的意識を持ち続け、あれもこ
れもと手を広げずに教材を絞り、日々上達するという強い意志を持
って取り組めば 1 年で目覚ましい成果が確実に得られます。これは
英語学習に限らず、なるべく短期間に、集中し、かつ、正しい方法
で 1,000 時間真剣に取り組めばたいていのことはある一定のレベル
まで到達します。中学や高校の部活にも当てはまりますし、楽器の
演奏でもそうでしょう。小職の場合、仕事上必要に迫られ 35 歳で始
めたゴルフは、習いたての半年間ほぼ毎晩 200 回以上をノルマに続
けた屋上での素振りが奏功したのか、始めて 1,000 時間に達したこ
ろには 70 台で回りハンディキャップもシングル入りを果たしたほ
どでした。その後、環境の変化等もあり素振りもやらなくなるとゆ
っくりとですが確実に実力が落ちてくるのが自覚できるようになっ
てきます。そうなってからでは元の練習ルーティーンに戻すのは難
しく、モチベーションも下がり、といった悪循環に陥ります。何に
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せよ、高いモチベーションを持ち続け、決めたルーティーンを毎日
頑固なまでに確実にこなしていけば少しずつ上達していくことに異
論を唱える人はいないはずです。仕事をしながらある一定水準のこ
とを達成するのは楽ではありませんが、決めた時間帯を確保し、一
度に聴く、話す、読む、書く、の 4 技能を向上させるシナジー学習
を 1 年で集中的に 1,000 時間行うことができれば問題なく英語でハ
イレベルな責任ある仕事ができるようになります。

ビジネスをする上で英語は単なる道具にすぎない、とよく言われ
ます。であればその道具を精緻に作り上げ、いつでも自在に使いこ
なせるように準備を怠りなくしておきましょう。そして世界中どこ
でも皆さんの専門分野において言葉のハンデなく実力を発揮してく
ださい。ビジネス共通語である英語を早々にマスターし高いレベル
を維持することにより、皆さんの思い描く「世界で活躍するビジネ
スパーソン」像を実践し世界中でご活躍されることを期待していま
す。

There is no royal road to learning. 英語学習にも当てはまる言葉
で簡単に身につくものではありませんが、毎日続けられるルーテ
ィーンを継続することで一生使える英語を手に入れてください。
Experience is the best teacher. の通り経験が何より大切です。さ
あ、今から実践してまいりましょう。
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平日のスケジュールは大体以下の通りで、早朝の出張や宴席が入
る日にはやや変則になりますが 10 年を通して一貫して取り組んだ
ルーティーンですのでご参考にしてください。

時　刻 
時間帯

スケジュール 内容 時間

05:50 起床

06:00 – 
06:30

CNN/BBC 等を視聴 リスニング 0:30

07:30 家を出る

07:30 – 
07:50

車中でオーディオブック /CNN 
EE を聴く

リスニング 0:20

08:00 – 
08:50

英字新聞を読み単語ノートに転
記

リーディング /
語彙

0:50

09:00 – 
19:00

通常業務（行内では英語での業
務）

19:00 – 
19:20

車中でオーディオブック /CNN 
EE を聴く

リスニング 0:20

19:30 – 
20:30

夕食等

21:00 – 
22:00

CNN EE/ 洋書講読、基本ルー
ル等

リーディング
/ リスニング /
語彙 / 文法

1:00

23:00 就寝

合計 3:00
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上記スケジュールは月〜金の平日のものですが、主な業務が日系
企業向けの銀行業務で週１回程度の宴席による帰宅後の内容の変更
はありましたが、10 年を通じて 90% 以上の達成率でした。

週末は、平日のような細かいスケジュールはなく、土日の２日間
で週刊誌の TIME や、Malcolm Gladwell、Michael E. Porter、Peter 
F. Drucker、Paul Krugman など好きな学者や作家の本の購読に 5
～ 6 時間程度費やしてきました。年間 12 冊の読破を目標にしてきま
したが 10 年間では 100 冊程度という結果になりました。内容の理解
度を維持しながらの速読が当面の課題ですのでさらなる継続が必要
と痛感しています。

一般的に、海外に滞在していたほうが英語に触れる機会が多いと
思われがちですが、日々実践してきたのは「自習型」の勉強法で
す。教材も英字新聞、テレビ、月刊誌、本が中心なので日本に居な
がらも同様のルーティーンをこなすことが十分可能です。電車通勤
をされている方のほとんどは往復で 1 時間は確保できると思います
ので、日本のビジネスパーソンに合っているスケジュールといえる
かもしれません。

前置きが長くなりましたが次ページ以降に筆者が実践した学習内
容を詳述致しますのでお付き合いください。
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海外で英語でビジネスをしていて強く感じたことはリスニング、
リーディング、スピーキング、ライティングの４技能のうちインプ
ット型であるリスニングとリーディングの重要性です。相手の言っ
ていることが理解できなければ質問をすることもできなければ反論
もできませんし、資料や社内文書、契約書を正確に読めなくては恐
ろしくて承認のサインもできません。筆者自身経験してきたことで
すが、せっかく準備を重ねて講演やプレゼンをできたとしても聴衆
から質問された内容が解らなければ的外れな回答をしたり、何度も
質問を聞き直すことになってしまいます。また、議題の決まってい
る会議や取締役会などでも突然資料が何枚か配布されその場で議論
しなければならないことがしばしば起こりますので正確なリーディ
ングが必要になってきます。

リスニングで重要なことは英語を話す際の基本ルールをしっかり
理解した上で短時間でも集中して聴くことです。経験則からもテキ
ストを読んで理解できる内容の文章であればおおよそ 1,000 時間を
境に仕事上は問題なく聴き取れるようになると思います。目安とし
て毎日 3 時間で 1 年、2 時間であれば 1 年半でそのレベルに到達しま
す。書かれた文書を読むと全て理解できるのにネイティブがそのテ
キストを話すとほとんど早口で解らない、という経験をされた方は
多いと思いますが、それは早口だからではなく、彼らが英語を話す
際の音声変化のルールを私たちが知らないからなのです。ネイティ
ブはテキスト通りに一語一語を速く話しているのではなく、語と語
を連結したり、特別に意識することなく語尾が消えたり別の音に変
わったりするのです。日本語でもそうした例は数多くあり私たちは
全く意識せずに使っています。例えば、砂糖（さとう）の「う」、お
はようやありがとうの「う」はたいてい「お」か伸ばす音の「ー」
になっていますが書く場合に「おはよお」などとすることはありま
せん。それらをあえて「う」を発音して言ってみるとかなり奇異に
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感じます。そういったネイティブにとっては意識の底に沈んでいる
音声変化のルールを私たちは一旦意識的に覚えこんで定着させる必
要があります。この音声変化の基本ルールを習得することが効率的
なリスニング上達への道です。それでは主な音声変化を見ていきま
しょう。

1. 連結 (linking)

単語の語尾の子音と次の単語の語頭の母音や [y] 音、her/ him/ 
them/ us などがつながって１つの単語のように発音されます。つ
ながるのは２単語とは限らず３語、４語と連結されますので音に
注意して聴くとともに文脈での意味を考えながら聴くよう心がけ
てください。ニュース英語でも日常会話でも連結は頻出しその例
は数多くあります。日常的に耳にする代表的な例（下線部分が連
結です）を挙げましたので実際にリスニングの学習をする際に注
意して聴いてみてください。

arrive at/ get up/ keep up/ shut up/ just a little /not at all/ a lot 
of/ asked us/ make us/ both of us/ most of us/ let him in/ could 
you/ would you/ send you/ kick him out/ check it out/ pick it 
up/ take it out/ what if

2. 脱落 (elision)

単語の語尾の音と次の単語の語頭の音が同じか似た音の場合に前
の単語の語尾の音が消えてしまう現象です。


